
　県内の画像検査装置のメーカーや装置のユーザーで
あるものづくり企業から、従来の装置では検査が難しい
不良品を高精度に検出したいとの相談がありました。
　そこで工業試験場では、AutoEncoderと呼ばれてい
るAIを応用して高精度に画像検査する方法を開発し、技
術移転しました（図）。その結果、技術移転先の3社でAI
を用いた画像検査ソフトウェアを試作し、従来検査でき
なかった不良品を画像から高精度に検査できることを確
認しました。このAIは良品画像を学習させるだけで構築
でき、収集が難しい不良品画像を学習させる必要がない
ことから、実用面でも優れています。

　今後は、さらに多くの企業での評価を進め、より使い
やすい技術へと改良を進めていきます。AIによる不良品検査を支援

－不良品の画像は学習させずに不良品の検査を実現－
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図　AutoEncoderを用いた画像検査の仕組み


